
 

［2025 年 6 月 11 日］ 

「水災害トータルエンジニアリングサービス」による対策工事を 

自社技術研究所にて完了 

予測、予防から対応まで合理的な BCP サービスをワンストップで提供 

 

鹿島（社長：天野裕正）は、リスク評価から対策立案・対策工事、運用支援までをワンストップで行う当

社グループの「水災害トータルエンジニアリングサービス」による合理的な水害対策工事を、多摩川に近

接する技術研究所西調布実験場（東京都調布市）において完了しました。 

本対策工事では、将来の気候変動を考慮した洪水予測結果を踏まえて、敷地外周約 600m を 1.5m の

止水壁で取り囲みました。これにより、大雨時に敷地全体を浸水被害から守ることができ、大型で高額な

実験機器がある複数の実験棟の機能を維持できます。止水壁の一部には、圧迫感を和らげるガラススク

リーンや当社らが開発した CO2 吸収コンクリート「CO2-SUICOMⓇ」を採用。さらに、敷地の出入口には、浸

水が発生した場合に自動的に立ち上がる浮上起伏式止水板を設置しました。そのほか、止水板立ち上が

り後も敷地内外の往来が可能な浸水時避難口や、排水管からの逆流を防ぐ二重逆流防止弁を設けまし

た。 

鹿島は今後、本対策工事および運用フェーズで得られる知見を活かし、「水災害トータルエンジニアリン

グサービス」の拡充とさらなる普及展開を図ることで、お客さまの水害に備える合理的な BCP をサポート

し、災害に強く回復力がある社会の実現に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水害対策実施の背景】 

外周約 600m（面積約 21,800m2）の敷地に 8 棟の建物を有し、各棟に大型振動台などの重要実験機器

がある鹿島技術研究所の西調布実験場は、近くを流れる多摩川の洪水時浸水想定区域に位置していま

す。東日本に甚大な水害をもたらした 2019 年の台風 19 号が襲来した際には、同実験場から最も近い石

原水位観測所の水位が氾濫危険水位を大幅に超え、越水が懸念されました。加えて、今後、気候変動等

で降雨量がさらに増大するリスクもあるため、同実験場が浸水した場合の実損被害額や実験停止に伴う

リスクを勘案し、施設機能を維持する必要がありました。そこで、「水災害トータルエンジニアリングサービ

ス」による合理的な水害対策を 2023 年 7 月に検討・着手し、このほど工事が完了しました。 
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浸水発生時に自動的に立ち上がる浮上起伏式止水板 



【本サービスの概要】 

 「水災害トータルエンジニアリングサービス」は、「リスク評価」「対策立案」「対策工事」「運用支援」の 4 つ

のステップで構成されており、鹿島グループが有する技術力を結集し合理的な対策をワンストップで提供

することで、水害に備えるお客さまの最適な BCP をサポートするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

【本対策工事の概要・特長】 

本施設の地形特性を考慮の上、近年の降雨の激甚化や気候

変動による将来的な降雨量の増大も勘案した洪水氾濫解析を行

い、近隣の景観にも配慮し、設計浸水深を約 1.5m に設定しまし

た。これは、河川の堤防等を計画する際の基準となる降雨による

洪水ハザードマップ（計画規模降雨※1）の約 3 倍にあたります。 

また、本施設は敷地内に複数棟が存在し、何れの棟にも大型

の実験機器があるため、敷地全体を守る敷地外周を止水ライン

とし、敷地外部からの水の侵入を防ぐ計画としました。 

※1 多摩川においては、200 年に 1 回程度の割合で発生する降雨量を想定したもの。   

近年頻発する集中豪雨や大型台風などによる激甚化した降雨は想定されていない 

本対策工事の概要・特長は以下のとおりです。 

① 敷地全体を浸水から守る止水壁・止水板 

敷地外周約 600m を高さ 1.5m の止水壁で取り囲みました。止水壁

は鉄筋コンクリート造のほか、一部に、執務環境改善および周囲への

圧迫感を和らげるガラススクリーン、CO2 吸収コンクリート「CO2-

SUICOM」を採用。さらに、敷地の出入口には、浸水発生時に自動的

に立ち上がる浮上起伏式止水板を設置することで、敷地内への水の

侵入を物理的に完全阻止します。 

 

② 製造時に CO2を吸収・固定するコンクリート「CO2-SUICOM」の使用 

コンクリート製造時の CO2 排出量を実質ゼロ以下にするカーボンネ

ガティブ型「CO2-SUICOM（P）」を用いた埋設型枠※2、車止め、犬走※3

の飛び石を設置。さらに、CO2 吸収量と生産コストのバランスに優れた

カーボン低減型「CO2-SUICOM（E）」を用いた PCa（プレキャスト）止水

壁を設置し、環境負荷低減に貢献しました。なお、CO2-SUICOM（E）を

用いた大型 PCa 製品を実工事に導入したのは、今回が初めてです。 

※2 コンクリート打設後も取り外すことなく構造物の一部として使用される型枠 

※3 建物の周囲に設けられる幅 1m 前後の通路                    

水災害トータルエンジニアリングサービスのフロー 

ガラススクリーン止水壁  
 

CO2-SUICOM（E）PCa 止水壁  
 

洪水氾濫解析結果 



③ 止水板立ち上がり後も敷地内外の往来が可能な浸水時避難口

（特許出願中） 

止水壁や止水板で施設が隔離された後でも、救助隊や社員

などが出入りできる浸水時避難口を設置しました。浸水時に自

動解錠されるフェンスに加え、止水壁内外部に階段を備えること

で、浸水を防ぎながら敷地の内部と外部をつなぐことが可能で

す。 

 

 

④ 下水管からの逆流を防ぐ二重逆流防止弁（特許出願中） 

敷地外周を止水壁等で取り囲んでも、浸水時は下水管から水

が逆流する恐れがあります。そこで、台風の接近等に伴う進行

型の水災害のみならず、ゲリラ豪雨などによる急な浸水リスクに

も対応するため、浸水時に自動で閉まるフラップ型の逆流防止

弁を敷地側に設置しました。さらに、浮遊物を含んだ下水の逆

流を防止するナイフゲートバルブを設け、二重の措置としました。 

 

 

【今後の展開】 

今後、同実験場の水害対策は運用のフェーズに移行します。BCP 訓練などで適宜、行動タイムラインを

見直しスパイラルアップさせながら、より柔軟で確実な対策を実行できるように備えてまいります。 

鹿島は、リスク評価から対策立案、対策工事、運用支援にわたる「水災害トータルエンジニアリングサ

ービス」を通じ、お客様の要望に応じた適切な浸水防止設備の選定や防災行動を加味した対策の検討・

実施、および総合的に費用対効果の高い提案を行ってまいります。 

また、長年にわたり培ってきた地震、風、火災などに対する BCP 支援に水害対策を加えて、複数の専

門性にまたがる当社グループの経験を結集し、各種災害に備えた合理的なサービスをワンストップで提

供し、お客様の BCP をサポートしてまいります。 

 

（参考） 

YouTube 鹿島公式チャンネル 

水災害トータルエンジニアリングサービス ～西調布実験場水害対策工事完了～ 

https://www.youtube.com/watch?v=EtNxDPo1Mn0 

 

水災害に対するトータルエンジニアリングサービスを提供開始 （2022 年 10 月 24 日プレスリリース） 

https://www.kajima.co.jp/news/press/202210/24a1-j.htm 

 

「水災害トータルエンジニアリングサービス」により自社施設の水害対策に着手 （2023 年 7 月 6 日プレス

リリース） 

https://www.kajima.co.jp/news/press/202307/6a1-j.htm 

 

CO2吸収コンクリートに新たなグレードを設定し、大型 PCa 製品を開発 （2024 年 5月 9 日プレスリリース） 

https://www.kajima.co.jp/news/press/202405/9c1-j.htm 

二重逆流防止弁 

浸水時避難口 

https://www.youtube.com/watch?v=EtNxDPo1Mn0
https://www.kajima.co.jp/news/press/202210/24a1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202307/6a1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202405/9c1-j.htm

